





























A Study on the Special Pedestal of the Mukogimi Series 








た高橋は，1960 年 5 月，「児島市向木見遺跡発見の二 ･ 三の遺物」の題で『考古学手帖』第 12 号






































岡山大学法文学部講師になっていた近藤義郎はその機会をとらえ，岡山市都月坂 1 号墳の第 2-3









1966 年秋に「埴輪の起源」を同年 12 月に『考古学研究』（第 13 巻第 3 号）に発表する予定で執筆






























その前後に，岡山大学考古学研究室では，1966 年 8 月に総社市伊
い よ べ や ま
与部山墳丘墓［近藤編 1996］，
1966 年 12 月と 67 年 7 月に津山市上原遺跡［近藤 1986］，1971 年 10 月～ 72 年 9 月に総社市立坂墳
丘墓［近藤編 1996］，さらには，1966 年 3 月に兵庫県新宮町（現・たつの市）吉
よ し ま
島古墳，1967 年 3
月～ 68 年 8 月に揖保川町（現・たつの市）養
や く や ま
久山古墳・墳丘墓群，1967 年 12 月～ 68 年 4 月に岡
山市湯
ゆ ば





同じ頃，倉敷考古館の間壁忠彦・間壁葭子は，1959 年 7 月に岡山県小田郡矢掛町の丘陵上で採
集した「特殊な凸帯を持つ土器」に注目して，1966 年 2 ～ 3 月に芋岡山遺跡を発掘［間壁・間壁
1967］，それに先立つ 1965 年 5 月に都窪郡（現・総社市）清音村鋳
い ぶ し だ に
物師谷 2 号墳丘墓を調査［小野
ほか 1977］，その後，1968 年 3 月に井原市笹賀町金
かなしきでら
敷寺裏山墳丘墓を発掘［間壁・間壁 1968］，1977
年 3 月に吉備郡（現・倉敷市）真備町黒宮大塚墳丘墓を発掘して［間壁ほか 1977］，特殊器台を伴う
弥生後期末の埋葬遺跡に関する重要な資料をつぎつぎと報告した。
また，県・町の教育委員会は，1975 年 12 月～ 76 年 5 月に阿哲郡（現・新見市）哲西町西江遺跡［田
仲ほか 1977］，1976 年 4 ～ 11 月に真庭郡（現・真庭市）落合町中山遺跡［山磨・奥 1978］，1977 年 4

































































塚 1977，宇垣 1981］に従い，文様帯・間帯は下から数えて，第 1，第 2，……と呼ぶことにする。「弧
帯文」の用語は，近藤義郎が倉敷市楯築墳丘墓の石造品（弧帯石）2 点を紹介したさいに，「帯を反
えし潜らせ巻きつけたような弧状の文様」に対して初めて使ったもので［近藤 1980：3，27］，その後，
















　（西山系）西山式→上原式→（向木見系）矢部南向式→西江 2 式→西江 3 式→向木見式→
　　　　↘　　　　　　　↘　↘
　　　便木山式　　　　矢谷 1 式　矢谷 2 式
a　矢部南向式
岡山県倉敷市矢部南向遺跡の竪穴住居 37 上層土器溜り（図 2）と土坑 72 から出土した同一個体
の特殊器台 1 個体［松本・江見 1995：792-808，849-871，第 171 図，岡山県古代吉備文化財センター蔵］
にもとづいて設定する型式である（図 2，図 3-1）。1986 ～ 88 年に足守川河川改修工事に伴う調査
で岡山県教育委員会が発掘。伴出土器は弥生後期末の才の町Ⅰ式で，炭素 14 年代を参考にすると，

































































６ 矢部 B42 式 倉敷・矢部 B42 号墳
14 向木見式 真庭・中山
11 西江３式 真庭・念仏寺山




形状・大きさ　口縁部から頸帯，第 5 間帯，第 4 文様帯の上半分弱までの高さ 25cm，幅 15cm
大の破片と同一個体の小破片からなる。先行する西山式を参照して，胴部は文様帯 4，間帯 5 と推
定する。
口縁部径 42.5cm，口縁帯幅（高さ）10.2cm，頸帯幅（高さ）7.4cm，間帯幅（高さ）5.8cm，文様
帯復元幅（高さ）8.4cm，第 4 文様帯の径 38.0cm，頸帯径 37.5cm で，胴部第 4 文様帯付近がわず
かに胴張りしているのであろう。推定高 99.5cm。間帯の幅と文様帯の幅との割合は 1：1.44 であっ










凹線文（4 条 /1cm）をおそらく 3 段に重ねて口縁帯いっぱいに施している。
頸帯には縦に長い斜線文帯を 4 単位配列して綾杉文を構成し，長方形の透孔の中央に山形のブ
リッジを渡した変わった透孔を穿っている。ブリッジには 3 ～ 4 条の山形文を施している。
胴部は，断面が台形・横M字形の突帯によって区分している。文様帯の弧帯文は，連続渦文である。
残存している 2 文様帯のうち，1 は 2 条，2 は 1 条で，一定の間隔をあけて併行する 2 本で横 S 字
形に描き，そのなかを左下がりの連続斜線で填めている。渦文の 1 単位の長さは 14cm，1 周の間
に 8 単位をめぐらせていると推定する。渦文の 2 つの単位が結合する個所では，渦文の先端は幅が
せまくなり尖って，隣と接している。渦文の上に斜線文を逆 V 字形に配している。斜線の数は 7




角形の透孔を 2 つ伴っている。下は現存しないが，同様の文様と透孔をもっており，文様 1 単位に
7 つの透孔をもっているのであろう。包丁形の透孔は，西山式の鉤つき矢印形の変形であって，直
前の上原式の無鉤の矢印からは出てこない。S 字形の渦文の上の斜線帯が逆 V 形であることから
も，矢部南向式は上原式ではなく西山式を継承し，上原式と併行するといえるだろう。
間帯は，幅約 1.8cm の板状の原体を段違いに水平に 3 回動かして板描き凹線文を施している。















８ 向木見式 ９ 向木見式 10 矢藤治山式














岡山県新見市（旧・阿哲郡）哲西町上神代西江遺跡安信地区出土の特殊器台 1 と特殊壺 4［田仲ほ
か 1977：第 169 図，第 175 図下，岡山県古代吉備文化財センター蔵］を基準資料にして設定する型式で
ある（図 3-2）。1977 年，中国縦貫自動車道建設の事前調査で岡山県教育委員会が発掘。弥生後期
後葉の 132 基以上の木棺墓や土坑墓からなる墓地で，方形台状墓 2 基，円形墳丘墓も含んでいる
が，特殊器台 4 個体を伴う地区の墓には特別な内容をもつ墓はなく，それぞれがどの墓に伴うもの
であったのかは明示できない（図 5）。広島県三次市東酒屋町矢谷墳丘墓の特殊器台 5［金井・小都
1981：図 33-37，広島県立歴史民俗資料館蔵］は，口縁部から第 3 文様帯までがこの型式で（図 3-8），
第 2 間帯から脚部は別個体の向木見式であろう。
形状・大きさ　口縁帯，頸帯，文様帯 4，間帯 5，脚部と推定する。口縁帯から頸帯，第 5 間帯，
第 4 文様帯の上 1/3 までの高さ 29cm，幅 22.4cm 大の破片と脚部から第 3 文様帯の下 1/3 までの
高さ 53cm がのこっている。
口縁部径 48.0cm，口縁帯幅 11.0cm，頸帯幅 7.5cm，間帯幅 6.5cm，文様帯幅 8.5cm，胴部下端
径 38.4cm，頸帯の最下径 40.2cm，底部径 49.8cm で，胴部上半の第 4 文様帯付近にわずかに胴張
りがある。復元総高 104cm。間帯の幅と文様帯の幅との割合は 1：1.13 である。口縁帯から頸帯へ
の移行部はわずかに内側に食い込んでいる。口縁帯下端はしっかりした突帯で沈線 2 条をいれて
m 字形にしている。胴部の突帯は 10 本のうち 8 本は断面が横 M 字形ないし台形でしっかりした作
りであるが，下の 2 本は放物線形に近い。突帯は，上端から貼りつけていったとすれば，断面は
横 M 字形があるべき形であって，下端の放物線形は省略形ということになろう。矢谷例は，高さ
104cm で，西江例と同高である。丹塗りは，口縁部内面の 3.2cm 下から脚部裾の突帯までの範囲
である。
胎土は雲母片と角閃石片を含む暗い茶褐色である。
文様　胴部文様帯の弧帯文は，多条の連続渦文である。一定の間隔をあけて併行する 2 条 1 単位
の 2 本線で横 S 字形を描き，そのなかを左下がりの連続斜線で填めているが，一部に横 S 字形と
併行する 4 条の線で填めた変則的な個所がある。渦文の 1 単位の長さは約 11cm と短く，1 周の間
に 11 ～ 12 単位文様をめぐらせていると推定する。渦文の 2 つの単位が結合する個所では，渦文
の先端は幅せまくなった状態で接している。渦文の上に 3 ～ 2 条からなる斜線帯を V 字形に配し，





































たので，1 単位文様につき 3 つに減じている。







特殊壺　この型式に伴うのは西江遺跡の特殊壺 4 と考える［同前：第 175 図下］。
西江例は，算盤珠形の胴部で側面に 2 本の突帯を貼りつけ，下胴部は底部が近くなったところ








岡山県新見市哲西町西江遺跡出土の特殊器台 3 と特殊壺 1［田仲ほか 1977：第 171 図，第 174 図上，
岡山県古代吉備文化財センター蔵］を資料にして設定する型式である（図 3-3）。1977 年，中国縦貫自
動車道建設の事前調査で岡山県教育委員会が発掘。真庭市新庄町念仏寺山遺跡出土の口縁部から
第 4 文様帯の上端までの破片［宇垣ほか 1992：501］（図 3-11）の文様は変則的であるけれども，こ
の型式にいれておく。岡山市津島遺跡（河道 1）出土の胴部の小片 3 点［島崎ほか編 2003：第 268 図］
は，この型式に含めることも，津島式と称することも可能である。文様構成は西江 3 式よりも綾杉
文帯を 1 本ふやし，新しい傾向をもっている（図 10）。大阪府八尾市東郷遺跡出土の脚台部小片［奥
編 1989：22］（図 3-12）は，この型式であろう。
形状・大きさ　口縁帯，頸帯，文様帯 4，間帯 5，脚部と推定する。口縁端から頸帯，第 5 間帯，
第 4 文様帯，第 4 間帯の一部までの高さ 36cm の間の破片の一部と脚部から第 1 間帯の一部までの
破片からなる。胴部の突帯は，断面が放物線形で厚い。器壁の厚さは 5 ～ 7mm で薄いが，重厚な
作りである。
口縁部径 51.3cm，口縁帯幅 9.2cm，頸帯幅 5.2cm，第 5 間帯幅 7.5cm，第 4 文様帯幅 7.7cm，胴
径は頸帯最下で 44.4cm，下端 40cm で，上に向かって太くなる。復元総高 100cm。間帯の幅と文
様帯の幅との割合は 1：1.02 である。口縁帯から頸帯への移行部の外面はわずかに内側に食い込む。
口縁帯下端の断面は，放物線形の突帯である。胴部の突帯も幅広い放物線形である。器壁の厚さは







文様　文様帯の弧帯文は，連続渦文である。一定の間隔をあけて併行する 2 条で 1 単位とする 2
単位で一定の間隔をあけて横 S 字形を描き，そのなかを左下がりと右下がりの連続斜線で填めて，
綾杉文風にしている。渦文の 1 単位の長さは 12.3cm と短く，1 周の間に 10 ～ 11 単位文様をめぐ
らせている。渦文の 2 つの単位が結合する個所では，渦文の先端は幅せまくなり尖ったようになっ
た状態で接している。渦文の上に 2 条からなる斜線帯を渦文側は曲線に変え反対側は弧線に沿わせ
て r 字形に配し，渦文の下は 2 条からなる斜線帯を逆 r 字形に配し，それぞれで囲まれた個所に合
わせて2辺がr形と逆r形の三角形の透孔をあけている。r形の斜線帯は，渦文を縁どるようになり，
矢部南向式まであった N 字形文あるいは人字形文の面影はない。津島遺跡出土の 1 点はこの型式，
のこり 2 点の文様は，綾杉文帯の上下に斜線文帯を加えて横 S 字形を描いており新しい様相をも
つが，これらの 3 点は同一個体の可能性があろう。
渦文の個所の透孔は，巴形で左上に尾を向けている。透孔は，矢部南向式にあった包丁形がなく












特殊壺　西江遺跡でこの型式の個体に伴ったのは特殊壺 3［田仲ほか 1977：第 175 図上］（図 5-3）
という。しかし，この個体は型式学的には，西江 1 式特殊器台とセットになるとみたほうがよいと








矢谷墳丘墓の特殊壺 1［金井・小都 1981：図 31-29，広島県立歴史民俗資料館蔵］も，この型式である。
胴部上半の裾には，小さな円形の刺突文をめぐらせている。胴部下半は縦ハケ後に底部付近は横方
向に著しくヘラ削りして厚さ 6mm の丸底に仕上げている。使用後に底部中央に孔を径 16cm の大
198
きな孔をあけている。推定高 54cm，口縁部径 27.2cm，胴部径 44.4cm を測る。
d　向木見式
倉敷市（旧・児島市）木見向木見遺跡で高橋護が採集した破片［高橋 1960：第 1 図上，高橋蔵］（図
3-13，図 4-7）にもとづいて設定する型式である。ただし，小破片であるので，新見市哲西町西江遺
跡出土の特殊器台 2 と特殊壺 2［田仲ほか 1977：第 170 図，第 174 図下，367-368・370･374，岡山県古
代吉備文化財センター蔵］（図 3-4，図 4-9）を基準資料として用いる。真庭市（旧・真庭郡落合町）中
山遺跡 A 区出土の特殊器台 4［奥ほか 1978：第 58 図，真庭市教育委員会蔵］（図 3-14），津山市上横野
上原遺跡出土の 2 個体（図 3-15），および広島県三次市矢谷四隅突出墳丘墓出土の特殊器台 5 の下
半部［金井・小都編 1981：Fig.33 の 37，広島県立歴史民俗資料館蔵］（図 7-10）も，この型式に含まれる。
形状・大きさ　口縁帯，頸帯，文様帯 4，間帯 5，脚部と推定する。なお，西江遺跡の特殊器台 2（図
3-4）は，文様帯・間帯をそれぞれ 1 単位少なくして完全に復元されている。口縁部径 48.5cm，口
縁帯幅 10.7cm，頸帯幅 4.0cm，間帯幅 5.8cm，第 1 文様帯幅 8.5cm，第 2 文様帯幅 8.5cm，第 3 文
様帯幅 8.5cm，第 1 間帯幅 7.0cm，第 2 間帯幅 6.5cm，第 3 間帯幅 7.2cm，第 4 間帯幅 7.0cm，胴
部の下端最小径 39.5cm，上端径 41.0cm，上に向かってわずかに太くなっている。脚部径 49.6cm。







頸帯には長い三角形の鋸歯文帯を構成し，1 周の 4 個所に三角形の透孔をあけている。鋸歯文は，
西江 2 式，同 3 式よりも小さい。
胴部は，断面が放物線形の突帯をめぐらせて，頸帯，文様帯，間帯に区分している。
文様帯の弧帯文は，連続渦文である。2 条を 1 単位にして，一定の間隔をあけて併行する 2 本で
横 S 字形を描き，そのなかを左下がりの連続斜線で填めている。ただし，2 条はその上下の斜線
帯と連接しているために 1 条のようにも見える。なお，西江例のように同一個体のなかに，斜線
の中央に 1 条をいれているばあいがある（図 3-4）。第 1 文様帯は 1 周 125cm，第 4 文様帯は 1 周
130.5cm，渦文の 1 単位の長さは平均 17.5cm，1 周の間に 7 単位をめぐらせている。渦文の 2 つの
単位が結合する個所では，渦文の先端は幅があまり狭くならずに接している。渦文の上に斜線文帯
を r 字形に配している。斜線の数は 3 ～ 6 条である。渦文の下は，上と同様に 2 つの斜線文帯を逆 
r 字形，または変形して入字形に配している。
透孔は，施文後に文様にあわせて渦文の個所に巴形，斜線文帯の上下に三角形を穿っている。胴
部の各文様帯の配置は，たとえば第 4 文様帯で隣接する 2 つの渦文の中心である巴形を結んだ線の












なお，上原遺跡出土の 1 例は，胴径約 36cm，推定総高約 80cm で小型である。間帯幅 7.4cm，
文様帯幅 6.5cm で，その割合は 1：0.88 で，文様帯の幅が間帯の幅よりもせまい。間帯は，板描き
凹線文ではなくナデ仕上げに変わっている。内面はヘラ削りで薄く仕上げている。もう１例は，逆に，
胴径 47.6cm，推定総高約 120cm の超大型品である（図 3-15）。弧帯文の表現は簡略化が進み稚拙で，
間帯には粗い板描き凹線文を施している｡
特殊壺　西江遺跡の特殊壺 2（図 4-9），向木見遺跡の特殊壺破片［鎌木 1966：334］（図 4-7），赤磐
市山陽便木山遺跡の頸部の下半から胴部にかけての破片［神原 1971：第 22 図 K-1（図 6-9）］，岡山
市下足守長坂 1 号墳の器台棺に使っていた口頸部を欠く胴部だけの特殊壺 7［草原編 1999：図 21-7］
（図 4-8）は，この型式に属する。
矢谷墳丘墓の北溝出土の 3 個体と東溝出土の 1 個体［金井・小都編 1981：Fig.31 の 33・34，Fig.35
の 43・44，Fig.36 の 47］（図 4-5・6）は，底部に製作時に大きく穿孔しており，向木見式または矢谷
1 ～ 3 式の特殊器台に伴ったと考えるが，特定することは困難である。
西江例は，口縁部径 33.5cm，口縁帯の幅 8.8cm で，垂直に立ち上がり，全面に板描き凹線文
（4 条 /1cm）をめぐらせている。胴部は，肩が張った低い算盤珠形で，径 56cm に対して推定総高
50cm，側部に 2 本の低い突帯（幅 1.0cm，厚さ約 4mm）をめぐらせ，突帯上方から上胴部下端に
板描き凹線文（10 ～ 11 条）をめぐらせ，その上方に 3 ～ 5mm 間隔で短線の切込みを入れている。
上下とも突帯上に 5 条の板描き凹線文を施している。突帯間は無文である。頸胴部界にも 5mm 間
隔で水滴形短線を刺突文状に入れている。胴部下半は斜めハケ目仕上げで，底部近くになると，横
方向にヘラ削りしている。底部は欠失しているが，焼成前に大きく穿孔していると推定する。
矢谷遺跡の特殊壺のうち底部に製作時の穿孔をもつ 4 個体（図 4-5・6，図 7）は，そのなかに
型式変化が認められる。おそらく底部をほとんど完成した後に丸く抉って穿孔しているのであろ
う。底部付近の形態と孔の大きさ，作り方からすると，報告書番号 33（径 6.4cm）（図 7-23）が
もっとも古く，ついで 44（13.2cm）と 47（11.6cm）（同-7・3），43（12.8cm）（同-4）がもっとも新
しいであろう。口縁部径，胴部径と推定高は，33（同-23）が 34.4cm，44.8cm，57cm，44（同-7）
が 34.8cm，50.4cm，66cm である。完形に復元された 43（図 4-6）は，口縁部径 32.8cm，胴部径
50.0cm，底部径 13.8cm，総高 61.6cm である。







岡山県赤磐市山陽（旧・赤磐郡山陽町）便木山遺跡の D 溝出土の特殊器台の細片 D-1 ～ D-9 にも
とづいて設定する型式である（図 3-7，図 6）［神原 1971：第 23 図 40-48，赤磐市教育委員会蔵］。弥生
後期後半の多数の木棺土坑墓からなる墓地遺跡である。岡山県営山陽新住宅市街地開発事業の事前
調査で，1970-71 年，山陽団地埋蔵文化財発掘調査団が発掘した。同じ D 溝では向木見式特殊器台
D-10 ～ 14 が混在していた。脚部から第 1 間帯にかけての破片 D-8 も向木見式に属する。
形状・大きさ　胴部文様帯から間帯にかけての高さ 17cm，幅 11cm の小破片がのこっているだ
けである。間帯幅 6.4cm，文様帯幅 6.8cm，間帯幅と文様帯幅の割合は 1：1.06 である。胴部径
44.8cm，胴部上半に向かって太くなるのであろう。推定高 60cm の小型品である。
胎土は雲母片と角閃石片を含む暗い茶褐色である。
文様　胴部は，断面が横 M 字形の突帯によって，頸帯，文様帯 4 段，間帯 5 段に区分している
と推定する。
文様帯の弧帯文は，連続渦文である。2 条一組または 1 条の 1 本で，一定の間隔をあけて併行
する 2 本で S 字形を描き，そのなかを左下がりの連続斜線で填めている。渦文の 1 単位の長さは
14cm，1 周の間に 10 単位文様をめぐらせていると推定する。渦文の 2 つの単位が結合する個所で
は，渦文の先端は幅がせまくなり尖って，隣と接している。渦文の上と下の空間は W 字形に区画
して短い斜線でびっしりと填めて複合鋸歯文風にしている。斜線の数は 6 ～ 10 条である。
透孔は，施文後に文様にあわせて穿っている。渦文の個所には，右下向きの尾をもつ巴形，斜線










南溝の 4 個所および墳丘上の墓 5 と 9 の 2 基の上に投棄または放置した状況で多数の土器がのこさ
れていた（図 7）。墳丘上の墓の配置関係から判断すると，この墳丘墓の中心は墓 5 であって，対に
なるのは墓 9 である。墓 2 も有力者の墓であろう。特殊器台と関係するのは墓 5 と 2 であって，前
者の葬儀に伴う土器が墓上と東溝 1 に，後者に伴う土器が北溝にのこされているのであろう。土器
は，地元産の注口付き壺，鼓形器台，高坏 3，坏 1 と特殊器台 9 個体，特殊壺 9 個体を確認できる（個
体数はいずれも推定）。特殊器台は，型式分類すると西江 1 式
（3）
，西江 2 式，矢谷 1 式，同 2 式，向木
見式の 5 型式になる。あるいは，さらにもう 1 型式，矢谷 3 式を設定したほうがよいかもしれない。
矢谷墳丘墓出土の特殊器台は，いずれも小破片であるけれども，発掘報告書ではそれを巧みに図上
復元しているので，私が調べた結果も使って記載する。





























Fig.31 の 36，広島県立歴史民俗資料館蔵］。類例は，総社市下原伊与部山（城山頂部および 1 号墳丘墓
西鞍部）から細片が出土している［近藤編 1996：45，図 31-4･5･7，岡山大学考古学研究室蔵］。
形状・大きさ　胴部は，文様帯 4，間帯 4，頸帯 1 と推定する。口縁端径 47.6cm，脚部端径
45.2cm で，口縁帯幅 10.8cm，頸帯幅 5.2cm，第 2 間帯の幅 6.4cm，第 2 文様帯の幅 7.2cm，第 2
間帯と第 2 文様帯との割合は 1：1.12，第 4 間帯の幅 6.0cm，第 4 文様帯の幅 8.8cm，その割合は 1：1.46





下が切れている。単位文様間は約 14.5cm で，その間隔はつまっている。胴部を 1 周する間に 9 単
位あると推定する。透孔は，左上に尾を向けた巴形と逆三角形・三角形で，文様 1 単位につき 3 つ
である。
間帯は，横方向の板描き凹線文で，1 間帯を段違いに 3 周させて填めている。
脚部の裾は，板描き凹線文の上部に裾上端に達する鋸歯文を施している。
特殊壺　矢谷 1 式と確実にいえる特殊壺を示すことはできない。この型式の祖型を西江 3 式に求
めるならば，矢谷遺跡の特殊壺のうち，西江 3 式～向木見式に属する個体のいずれかが組み合うの
であろう。その候補は，北溝出土の 1 点［金井・小都編 1981：図録編 Fig.31 の 43］（図 7-4）である。
g　矢谷2式
矢谷 2 式は，矢谷墳丘墓出土の特殊器台 3［金井・小都編 1981：図録編 Fig.34 の 39］にもとづいて
設定する型式である（図 3-10）。
形状・大きさ　胴部の第 4 文様帯から口縁帯の最下までと，脚部から第 2 文様帯までの小片があ
るにすぎず，復元図はかなりの推定を加えて作成されているので，以下に示す数値は正確とはいえ
ない。胴部は，文様帯 4，間帯 4，頸帯 1 と推定する。
報告書の付図では，口縁部径 43.6cm，胴部径 38cm，脚部径 49.6cm となっているが，脚部径
が口縁部径を大きく上回ることは考えにくく，胴部径を参考にして約 42cm と推定しておきたい。
頸帯幅 4.0cm，第 2 間帯幅 6.0cm，第 1・第 4 文様帯幅 6.4cm，第 1 文様帯の径 37.2cm，頸帯径
38.0cm で，胴部第 4 文様帯付近にわずかに胴張りがあると推定する。間帯の幅 6.0cm，文様帯の
幅 6.4cm，その割合は 1：1.06 である。復元高約 80cm，向木見系特殊器台としては小型である。
文様　胴部文様は，2 本の綾杉文で連続蕨手文を描いており，特殊器台で唯一の例である。2 本
の綾杉文は，間隔を広くあけ，上下とも三角形の透孔を囲む V 字形文は蕨手文のカーヴに合わせ




























































































































































































































器台棺として見つかった 2 個体のうちの 1 個体にもとづいて設定した型式である［春成 2017：14-
15･16］。組み合わせていたもう 1 個体は向木見式であって，器表の風化が著しく，報告書掲載の実
測図にある第 1･ 第 2 文様帯はごく一部のこっている第 3 文様帯を復元して描きいれたものである。
西山遺跡の特殊器台棺は，別々の保存条件下にあった，時期と型式を異にする 2 個体を組み合わせ





やや単調な作業である。西山遺跡の特殊器台には 1 周 6 単位，間に間帯をおいて 4 段で計 24 単位
の連続渦文を描き，渦文の上下の間隙を人字文で填めている。この 24 単位の人字形文を比較して














































































矢部南向式のあとを受け継いだのは，西江 2 式である。西江 2 式～向木見式特殊器台の基本的な
形態および内外面の調整法は，矢部南向式と変わるところはない。僅かばかり上に太くなる胴部に
しっかりした口縁帯をつけ，間帯 5，文様帯 4，頸帯，そして脚部をもっている。推定高は，矢部













矢谷 1 式特殊器台の器形は，向木見系と変わるところはない。文様は，西江 3 式の綾杉文の斜線
の方向を同方向に変えて新たな文様を生み出している。渦文の下端が切れている点も，西江 3 式と





矢谷 2 式特殊器台は，綾杉文からなる蕨手文をヘアピン状につないで一見すると 2 帯の弧帯文が
間を空けて併行しているようにみえる。2 帯の斜線文を併行させ，間に 2 条の線をいれて綾杉文を
構成した連渦文をもっているのは西江 3 式である。矢谷 2 式は，西江 3 式の 2 帯の斜線文をそれぞ
れ綾杉文におきかえた連渦文とみると，西江 3 式の変異形と理解することができる。脚部裾の鋸歯

























































は 11 ～ 12cm である。それでも，外面の胴部下半にヘラ削りを痕跡的にのこしている。
向木見系の特殊壺の胴部突帯は，西江 2 式から向木見式まで 2 本であって，上の 1 本は貼りつけ

























た型式である（図 4-5）。近藤義郎を代表とする矢藤治山墳丘墓発掘調査団が 1990 ～ 92 年に発掘調
査した。墳丘長 36m，円丘径 24m，突出部長 12m の墳丘の東・西くびれ部を主に，円丘の東・西
斜面からも若干出土し，7 ～ 9 個体がある（図 12）。





口縁部径 36.0cm，口縁帯幅 5.0 ～ 5.5cm で，向木見系特殊器台にくらべると，その 1/2 しか
なく，頸帯と合わせると，ほぼ同じ幅になる。頸帯幅 7.4cm，間帯幅 6 ～ 9cm，文様帯幅 7 ～
10cm，胴径 35 ～ 40cm，上端径 34 ～ 36cm，脚部台の径 40cm と 44cm がある。推定総高 85cm
と 93cm で，大小のちがいがある。
文様　口縁帯は，無文，板描き凹線文，鋸歯文の 3 種類がある。鋸歯文には 1 段の個体と 2 段
重ねの個体がある。頸帯は無文で，第 5 間帯に大きく鋸歯文を施した個体と，やや小さな鋸歯文
を 2 段重ねて描いた個体，綾杉文を横位に 2 段重ねた個体がある。第 5 間帯も施文は，向木見系
の特殊器台を参照すると，本来は頸帯に描くべきところをこの間帯に描いていることになる。文














けており，突帯間は無文である。底部には，焼成前に径 18 ～ 20cm の特殊壺のなかで最大の孔を



















































０ 10 20 30cm






















































































単位の弧線帯 3 本ないし 3.5 本を併行させて S 字形の連続渦文を構成している。隣接する単位との
間隔はつまっているためにS字形の中間は曲がり，結果として躍動感をもつ弧帯文が生まれている。
宮山式に先行する柳坪式では，隣接する単位間の間隔があいているために，S 字形の中間は直線的
であり，この躍動感はない。その一方，向木見系では，西江 3 式の文様は，2 条 1 単位の弧線帯 3
本を併行に描いて S 字形の弧帯文を構成しており，隣接する単位との間隔がつまっているために S
字形の中間は曲がり，もっとも躍動感をもつ弧帯文となっている。先行する西江 2 式の文様は，2


























　１ 西江１式 新見・西江　 　１ 矢部南向式 倉敷・矢部南向　
　２ 西江２式 新見・西江　
　３ 西江３式 新見・西江　
　４ 向木見式 a 新見・西江　
　５ 向木見式 b 新見・西江　
　１ 矢藤治山式 岡山・矢藤治山　





































（西山系）西山式→上原式→（宮山系）西江 1 式→柳坪式→宮山式 - →弁天塚式
　　　　　　　　　　　
↘
（向木見系）矢部南向式→西江 2 式→西江 3 式→向木見式
 →便木山式　　　　　　→矢藤治山式― ―→矢部 B42 式
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 →矢谷 1 式














































な土器である。私が設定する特殊器台の諸型式のうち，初期の貝ヶ原式，黒宮 1 式，同 2 式，前期
の中山 1 式，後期の柳坪式はいずれも 1 個体であり，中山 2 式の 3 個体，宮山式の 4 個体は共通す
る特徴をもっている。柳坪遺跡は未発掘であるので，柳坪式は 1 個体しか存在しないのかどうかは
明言できない。しかし，宮山式の 4 個体は動かない数字であろう。もし，柳坪式は将来とも 1 個体





































































































4 個体の特殊器台を立て，特殊壺をその上に載せてあったと復元されているが，4 個体は 4 型式に
分かれるので，4 個体が並んでいるのは同時使用を意味するのではなく，葬儀終了後に片付ける場
所を 1 個所に定めていたことを示している。これまでに出土した遺跡でのあり方から判断すると，
中山，西江遺跡などでは，1 人の葬儀に特殊器台・特殊壺各 1 個体を用いている。中山遺跡の中山
1 式 1 個体，同 2 式の 3 個体の計 4 個体は 1 人で，西江遺跡の西江 1 式 1 個体，西江 2 式，同 3 式，
そして向木見式の計 4 個体は 2 人，多くても 3 人で製作したものであろう。そして矢谷墳丘墓では，
西江 1 式，矢谷 1 式，矢谷 2 式，向木見式が各 1 個体出土しており，あまりにもばらばらの文様を
ほどこした個体の集合であるので，1 個体 1 人で，何人かの人が時間をおいて製作した可能性を予
想して，今後の検証結果を待ちたい。
しかしまた，同一製作者が連続する 2 型式を製作するばあいがあることも想定しておいたほうが
よいだろう。向木見系特殊器台を例にとると，西江遺跡の向木見式の 1 個体は，第 2 文様帯には併
行する 2 条の S 字形の間を斜線でうめる単位文と，2 条の間にもう 1 条をいれた単位文が共存し，
第 1 文様帯はすべて 3 条の S 字形を斜線でうめている。すなわち，1 個体のうちに 2 型式の文様が
共存して 1 型式を構成している。この個体の文様を描いていく過程で 3 条から 2 条へと遷移してい
き，次の個体では完全に 2 条の S 字形になるのであろう。このばあい，3 条と 2 条が別個体であれ
ば，2 型式に分類していたかもしれない。さらに，この遺跡の西江 2 式と同 3 式の型式差ははっき






























































その一方，立坂 1 式特殊器台と大小 2 個の弧帯石をもつ全長約 80m の楯築墳丘墓に後続する西
山式をもつ鯉喰神社は，推定全長 60m の超大型墳丘墓であって（図 18 上）［近藤 1992：248］，楯築
墳丘墓の弧帯石を継承する弧帯石の破片も採集されている（図 18-16）［平野・岸本 2000］。ちなみに，
楯築墳丘墓の中心被葬者は，棺の大きさ，棺内の朱の起伏とわずかに残存していた歯冠の破片から















名である［間壁・間壁 1974］。特殊器台の出土はなく，特殊壺は胴部に 2 本の突帯をめぐらせ，そ
の間を斜格子文でうめた変則的な作りである。底部付近の外面にはヘラ削りはなく，胎土は日常
土器と変わらない。土器は才ノ町 1 式であるから，矢部南向式特殊器台の時期である。遺構の遺存
状態は悪いけれども，推定すると，周囲に溝をめぐらせた 1 辺約 20m の低い墳丘の中央に木棺土





































という墳丘上面が削平されていたために特殊器台を見いだせなかった 1 辺約 20m の方形墳丘墓が




である。近接した鋳物師谷 2 号墳丘墓は，3 基の竪穴式石槨墓をもつ特異な墳丘墓であったが［小















ただし，矢谷墳丘墓のばあいは，宮山系の西江 1 式のあと，向木見系の西江 2 式に変わり，その
あと西江 3 式から派生した矢谷 1 式，同 2 式へと変容する。その間，地元産の壺や鼓形器台を伴っ
ているので，被葬者と備中南部との関係に濃淡があったと考えるほかない。墳丘墓として顕著な矢




















矢藤治山墳丘墓は，長さ 12m の撥形の突出部をもつ墳丘長 36m の前方後円形を呈し（図 12），
















































































































































考にして，文様帯 3，間帯 4 と復元しているが，現在の

























この例は 1 条の線で描いているので，4 ～ 5 条の線を束
ねて描いた西山式の例と同視することはできない。
（ 3 ）――矢谷墳丘墓の特殊器台 6［金井・小都編 1981：
第 30 図 28］の文様帯は，報告書の展開図と，破片の実
物とをくらべると，復元の一部に間違いが認められる。
連続渦文は 4 条 1 単位であって，文様 1 単位の長さは
22cm と長い。渦文の上下の斜線文は逆 N 字形と N 字
形で，透孔は文様 1 単位につき巴形 1，逆三角形 2，三



















でいるので，私のいう矢部 B42式は箸墓式よりも 1 型
式は古い［春成 2015：101］。現状では，都月系の最古






























形にあけており，文様 1 単位につき 3 個所である。1 単
位文様の長さ 16.8cm。間帯は板描き凹線文で 4 条 /1cm
である。

























特殊器台 5（北 6）の胴部小破片 2 点（岡山県立博物館蔵）
について，その後，調査することができたので，不備を
補っておく（図 21）。特殊器台 5・6 は作りが悪く，同 1
～4とは製作者が異なると推測した個体である。しかし，











































（ 9 ）――神戸市生駒銅鐸（扁平鈕 2 式）と三重県笹野
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A Study on the Special Pedestal of the Mukogimi Series 
of Ancient Kibi Region in the Late Yayoi Period
HARUNARI Hideji
The special pedestal pottery developed in the Kibi Region in the latter half of the Late Yayoi Period 
can be divided into four periods: the first-, early-, middle-, and late-period pedestals. Among them, 
the middle-period pedestals were grouped as the Nishiyama series, which is split into the Nishiyama 
and Uehara types, whereas the late-period pedestals are classified into three series: the Miyayama, 
Mukogimi, and Yatojiyama series. 
The Mukogimi series was developed in the following order: the Yabe-Minamimukai, Nishie II, 
Nishie III, and Mukogimi types. Although the same types of special pedestals were excavated in 
different parts of the Kibi Region, the analysis of their clay indicates that they are unlikely to have 
been produced in and distributed from a specific site but likely to have been mode by producers 
moving one place to another within a specific area.
The special pedestals of Yabe-Minamimukai type （the oldest type of the Mukogimi series） and 
those of Yatojiyama type from the Yatojiyama series were unearthed only in the Ashimorigawa Area. 
The special pedestals of the Yatojiyama series are shaped in the same way of those of Mukogimi type 
and decorated with the pattern of Uehara type from the Nishiyama series, which indicates that this 
series may have been established after the Mukōgimi series. The Mukōgimi and Yatojiyama series 
are likely to have been created in the Ashimorigawa Area. On the other hand, the Miyayama series is 
considered to have been established in the eastern part of Soja Area because the special pedestals of 
Yanagitsubo and Miyayama types from the Miyayama series were only found there. Cylindrical haniwa 
sculptures are also considered to have been born in the Ashimorigawa Area because the cylindrical 
haniwa sculptures of the oldest type of the Totsuki series were excavated there and because they 
typologically originated from the special pedestals of Yatojiyama type.
Early- and middle-period special pedestals were found in the large mound burials of the Tatetsuki 
and the  Koikui Shrine, respectively, both of which were located in the Ashimorigawa Area; however, 
in the late period, when special pedestals were divided into two series, large mound burials were no 
longer created. The last large mound burials were Yatojiyama Mound Burial in the Ashimorigawa 
Area and Miyayama Mound Burial in the east part of the Soja Area. The powerful clans that had 
used special pedestals as symbolic tools for ritual integration in Bicchu may have been split into two, 
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one moving to the east and the other to the west, before the Mukogimi and Miyayama series were 
established.
As strongly indicated by the fact that special pedestals of the last type of the Miyayama series and 
cylindrical haniwa sculptures of the early type of the Totsuki series were later erected on extra-large 
keyhole tombs, such as Hashihaka Tumulus and Nishitonozuka Tumulus in the Yamato Region, the 
culture of keyhole tombs was established integrating the symbols of the Kibi group and those who 
had worshipped it.
Key words: Late Yayoi Period, Bicchu, special pedestal, Mukogimi series, Miyayama series, 
Yatojiyama series
